
長 期 前 払 費 用 1¶202¶821 14¶021¶059 9¶120¶708 6¶103¶172 ` ` ` ` 6¶103¶172

投資その他の資産
破 産 債 権 等 216¶430 219¶789 ` 436¶219 ` ` ` ` 436¶219

貸 倒 引 当 金 � 216¶430 � 219¶789 ` � 436¶219 ` ` ` ` � 436¶219

計 1¶202¶821 14¶021¶059 9¶120¶708 6¶103¶172 ` ` ` ` 6¶103¶172

２ たな卸資産の明細 （単位：円）

種 類 期 首 残 高
当 期 増 加 額 当 期 減 少 額

期 末 残 高 摘 要
当期購入・製造・振替 そ の 他 払 出 ・ 振 替 そ の 他

未 成 受 託 研 究 支 出 金 83¶189¶839 9¶713¶006 ` 44¶054¶940 ` 48¶847¶905

商 品 ` 2¶123¶415 ` 791¶959 ` 1¶331¶456

研 究 用 貯 蔵 品 15¶944¶746 44¶829¶206 ` 42¶882¶333 4¶129¶808 13¶761¶811 （注１）
医 療 用 貯 蔵 品 23¶582¶926 161¶075¶836 ` 167¶280¶559 162¶435 17¶215¶768 （注２）
そ の 他 貯 蔵 品 39¶530 24¶960 ` 25¶410 ` 39¶080

合 計 122¶757¶041 217¶766¶423 ` 255¶035¶201 4¶292¶243 81¶196¶020

（注１） 当期減少額のその他欄へ計上しております金額はたな卸減耗損であります。
（注２） 当期減少額のその他欄へ計上しております金額はたな卸資産評価損であります。
３ 引当金の明細 （単位：円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額
当 期 減 少 額

期 末 残 高 摘 要
目 的 使 用 そ の 他

災 害 損 失 引 当 金 19¶233¶270 ` 19¶218¶850 14¶420 ` ~

計 19¶233¶270 ` 19¶218¶850 14¶420 `

~ 当期減少額その他欄へ計上しております金額は、残額を収益化したことによるものであります。
４ 貸付金等に対する貸倒引当金の明細 （単位：円）

区 分
貸 付 金 等 の 残 高 貸 倒 引 当 金 の 残 高

摘 要
期 首 残 高 当期増減額 期 末 残 高 期 首 残 高 当期増減額 期 末 残 高

売掛金
一般債権 246¶060¶076 15¶868¶457 261¶928¶533 62¶461 207¶417 269¶878 （注１）
貸倒懸念債権 4¶681¶440 � 1¶711¶070 2¶970¶370 2¶340¶720 � 855¶535 1¶485¶185 （注２）
その他の流動資産
一般債権 26¶228¶035 1¶561¶012 27¶789¶047 1¶407 � 344 1¶063 （注３）
破産債権等
破産更生債権等 216¶430 219¶789 436¶219 216¶430 219¶789 436¶219 （注４）

合 計 277¶185¶981 15¶938¶188 293¶124¶169 2¶621¶018 � 428¶673 2¶192¶345
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~ 工具器具備品勘定（損益内）の当期増加額のうち主なものは、医療情報システム（712¶530¶000円）、核磁気共鳴診断装置（285¶600¶000円）及び小動物用高磁場水平型磁気共鳴画像装置（201¶495¶000

円）であります。
工具器具備品勘定（損益内）の当期減少額のうち主なものは、３Ｔ`ＭＲＩ（342¶472¶741円）であります。
機械装置勘定（損益外）の当期増加額のうち主なものは、治療室照射設備（412¶061¶819円）及び治療室ＳＩＭ２室室内整備（429¶697¶599円）であります。
建設仮勘定の当期増加額のうち主なものは、超伝導小型炭素線回転ガントリー（442¶050¶000円）であります。
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